行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 大地　祥子
	 行 事 名
	会員相互研修

	実施日時
	平成２８年１月１３日（水曜日）１０時～１５時　　　　　天候：晴れ

	場　所
	「アプリ甲東」集会室

	テーマ
	会員相互研修

	講師
	児玉勝久さん、大橋正規さん、飯盛秀穂さん、平山元哉さん、石原則幸さん

	参加者数
	４６名

	内容
（項目と概要）
	＜１０：００～１２：００＞
「ツバキの異常開花？」　　　　　　　　　　　　　　　　児玉勝久さん
　今期はツバキの開花が各地で秋季に見られた。これは８～９月の気温が低く花芽分化が早まり、１０月以降高温に成った為と言える。この異変は樹木の開花の要因（花芽への分化の要因、休眠芽を作るか否かなど）を見直す契機を与えてくれたようだ。
「六甲・金鳥山の旗振り場探索」　　　　　　　　　　　　大橋正規さん
　江戸中期から大正初期まで大阪堂島の米相場は旗振り信号で全国の中継点を経由し短時間で伝達していた。金鳥山の旗振り場跡を探索する為に柴田昭彦著「旗振り山」や「本山村誌」を参考にして出向いた話を聞いた。
「私の街歩き～街路樹を中心に～」　　　　　　　　　　　飯盛秀穂さん

並木の歴史等の解説を聞き、次に並木は都市の景観を形成し、人々に安らぎや潤いを与えるもので効果も大きいが、問題点も抱えている。今後は住民参加で樹種を決定し、管理することで美しい街路樹を維持される事が望まれる。西宮市の事例２件の紹介があった。
＜１２：００～１３：００＞　　昼食休憩

＜１３：００～１５：００＞

「武庫川を歩く」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山元哉さん
武庫川について詳しい説明の後、武庫川エコハイクのスタッフとして１００回に及ぶ活動を元に、本流や流域の見どころを紹介された。武庫川は地形的に魅力のある川で大切に守りたいものである。
「アメリカ・大陸旅行記」　　　　　　　　　　　　　　　石原則幸さん

カナディアンロッキー、ナバホ砂漠、グランドキャニオン、ナイアガラ等の雄大な景色や、所々で居合わせた動植物の映像での紹介があった。


	まとめ
感想
	多くの参加者を得て、各講師、それぞれの分野の興味深い話に引き込まれ、今回も有意義な研修会が持てた事を喜ばしく思います。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
